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アドミッション・ポリシー 

ビジネス研究科ビジネス専攻は、同志社大学の建学の精神である良心教育に立脚し、京都に位置する経営

系の専門職大学院として、伝統を踏まえそこから不断のイノベーションを生み出すことを通じて経済、社会

の変化に的確に対応し企業や組織の持続的な発展を推進できる次世代ビジネスリーダーを育成することを目

的としています。そのために、次のような学生を求めています。

ビジネス研究科ビジネス専攻の求める学生像

１．多様で広い視野を持ち、経済のグローバル化や技術革新・地球環境問題において積極的にビジネス分

野で活躍をめざす学生。

２．中小企業の起業・成長・継承をめざす学生、あるいは、地域の経済・社会の発展に貢献する意欲を持

つ学生。

３．イノベーションに取り組み、単なる「ものづくり」企業からの脱皮と、市場のグローバル化、製品等

のコモディティ化に対応しうるマネジメントのあり方に解をみつけようとする高い意欲を有する学

生。

４．マーケティングの分野で専門的な知識を獲得し、企業や組織の発展に寄与する意欲を持つ学生。

５．会計・ファイナンスの分野で専門的な知識を獲得し、社会、経済、企業の発展に寄与しようとする学

生。

６．企業を取り巻くビジネス環境の現状と今後の動向に関心を持つとともに、ビジネス環境に関する知識

を駆使して、社会、経済、企業の発展に貢献することをめざす学生。

７．特定の専門領域にとらわれず、組織マネジメント、人的資源管理、経営戦略等に関する総合的な知識

を活かして、経営のさらなる高度化を図ることを企図している経営者、あるいは、次世代経営者とし

ての職にある学生。

ビジネス研究科ビジネス専攻の入学までに身につけてほしいこと

１．学習の基礎となる知識・教養に加えて、いずれかの事業分野における実務経験と専門的知識またはそ

れに準ずる学識や経験を身につけていること。

２．上記の知識や経験に基づき、柔軟かつ論理的な思考力、判断力、表現力を持ち、自ら問題点を発見し、

それを解決するため学習する力を持っていること。

３．自らの事業分野または関心のある事業分野の課題解決と社会的課題解決への貢献のため、主体性を

もって多様な経験や能力を持つ人々と協働して学習する意欲を持っていること。

４．国内外の経済社会への高い関心の下、企業・組織が直面する諸課題や自らが取り組むべき課題を認識

しまたは強い問題意識を持ち、ビジネス研究科で学ぶ目的が明確になっていること。

入学者選抜制度

これらの知識・経験、思考力・判断力・表現力、意欲、目的を有しているかを、書面および口述試験を通

じて判定します。

私たちのミッション

同志社大学建学の精神である良心教育と京都に育まれた伝統と革新の知恵に基づき、人間の尊厳を尊

重し、企業や組織の成長を担えるリーダーシップを備えた人物を養成する。

Learning Goals：責任ある経営

革新

リーダーシップ
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ビジネス研究科 専門職学位課程 入学試験要項

１．募集する課程・専攻および募集人数 

課 程 専 攻 募 集 人 数

専門職学位課程 ビ ジ ネ ス 専 攻 全入試を含めて 名

※ 募集人数は一般入試、学部在学生推薦入試、外国人留学生入試、企業・団体等推薦入試を含みます。

２．出 願 資 格 

次のいずれかの項目に該当する者で、入学時に原則として３年以上の実務経験があること。

⑴ 大学を卒業した者、および 年３月卒業見込みの者。

⑵ 独立行政法人大学改革支援・学位授与機構（旧 大学評価・学位授与機構）から学士の学位を授与さ

れた者、および 年３月末日までに授与される見込みの者。

⑶ 外国において、学校教育における 年の課程を修了した者、および 年３月末日までに修了見込

みの者。

⑷ 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校

教育における 年の課程を修了した者、および 年３月末日までに修了見込みの者。

⑸ 我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における 年の課程を修了

したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置づけられた

教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者、および 年３月

末日までに修了見込みの者。

⑹ 外国の大学その他の外国の学校（その教育研究活動等の総合的な状況について、当該外国の政府又

は関係機関の認証を受けた者による評価を受けたもの又はこれに準ずるものとして文部科学大臣

が別に指定するものに限る。）において、修業年限が３年以上である課程を修了することにより、

学士の学位に相当する学位を授与された者、および 年３月末日までに授与される見込みの者。

⑺ 専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たす

ものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者、

および 年３月末日までに修了見込みの者。

⑻ 文部科学大臣の指定した者。

⑼ 学校教育法第 条第２項の規定により大学院に入学した者であって、本大学院が大学院における

教育を受けるにふさわしい学力があると認めたもの。

⑽ 本大学院において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力があると認め

た者で、 年３月末日までに満 歳に達するもの。

⑾ 大学に文部科学大臣の定める年数以上在学した者（これに準ずる者として文部科学大臣が定める者

を含む。）であって、本大学院の定める単位を優秀な成績で修得したと本大学院が認めたもの。具

体的には下記の者とする。

① 年度に大学に入学し、 年３月第３年次終了時点で卒業に必要な単位のうち 単位以

上を優れた成績をもって修得する見込みの者。

② 外国において学校教育における 年の課程を修了し、本大学院において、所定の単位を優れた

成績をもって修得したものと認めた者。

③ 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の

学校教育における 年の課程を修了し、本大学院において、所定の単位を優れた成績をもって

修得したものと認めた者。

（注意事項）

（ⅰ）日本語能力について

日本語が母語でない者（在留資格が「永住者」の者を除く）については、 年度以降の日本語

能力試験Ｎ１に合格していること、または、日本語を母語とする者と同等の日本語による授業の

受講能力があると、ビジネス研究科が認定すること（日本語能力に係る出願資格認定）が必要で

す。下記①・②のいずれかに該当する場合、「日本語能力に係る出願資格認定審査」を受けること

が可能です。該当する出願希望者は、下記「出願資格認定について」に従って手続きしてくださ

い。

① 入学時に３年以上の日本語を使用した実務経験がある。

② 日本の大学を日本語による課程で卒業した、もしくは、卒業見込みであること。

（ⅱ）学歴に係る出願資格認定について

出願資格⑼、⑽、⑾による出願希望者は、学歴に係る出願資格認定が必要です。下記「出願資格

認定について」に従って手続きしてください。
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（ⅲ）実務経験に係る出願資格認定について

入学時に３年以上の実務経験がない者については、実務経験に準ずる知識・経験または入学の動

機があることをビジネス研究科が認定すること（実務経験に係る出願資格認定）が必要です。下

記「出願資格認定について」に従って手続きしてください。

（ⅳ）修業年限について

標準修業年限は２年です。

就業上の都合等により、２年での修了が困難な場合には、３年で修了できる長期履修制度を選択

できます。（ただし、在留資格が「留学」である外国人の方は選択できません。）長期履修制度を

希望する場合は、志願票の特別修業区分欄にて申し出てください。

※ 特段の理由がない限り、入学後に修業年限の変更はできません。

（ⅴ）入学試験に合格した者で、 年３月末日に出願資格要件を満たさなかった者は入学を許可しま

せん。

（ⅵ）春期実施入試の出願については、外国人の場合、国内居住者（出願日から入学時まで日本に引き

続き滞在し、在留資格認定証明書の申請が不要）であることが必要となります。

（出願資格認定について）

各種出願資格認定が必要な出願希望者は、下記提出期限（日本時間）までに、該当する出願資格認定

の提出必要書類をビジネス研究科事務室に提出し（郵送の場合は必ず簡易書留速達郵便とし、下記期

限（日本時間）までに必着のこと）、面接（オンライン）を受けてください。

提出必要書類および面接日時については、ビジネス研究科ホームページ

＜https://bs.doshisha.ac.jp/admission/eligibility.html＞を確認してください。

必要書類の提出期限

秋期実施入試 春期実施入試

年７月６日 木 時 年 月７日 木 時

＊ 出願資格に関して不明な点がある場合は、ビジネス研究科事務室へお問い合わせください。

３．選 考 方 法 

⑴ 第１次選考

出願書類にもとづき書類選考を行います。

⑵ 第２次選考

第１次選考合格者に対して口述試験を実施し、出願書類および口述試験により総合的に選考します。

※ 第１次選考、第２次選考とも日本語により実施します。

４．出 願 書 類 

種 類 指 定 用 紙 備 考

⑴ 発送用封筒表紙・裏表紙 本学所定用紙
発送する封筒に貼り付けてご
利用ください。

⑵
入学志願票①
写真票②

本学所定用紙

⑶ 入学願書 本学所定用紙
原本＋コピー（Ａ４サイズ）
２部【合計３部】

⑷
卒業（見込）証明書等
在学証明書

出身学校所定の用紙
在籍する学校所定の用紙

原本

⑸ 成績証明書
出身学校または在籍する学校所
定の用紙

原本

⑹ 宛名記入票 本学所定用紙

⑺ 日本語能力を証明する書類 下記の説明事項⑺を参照 原本

⑻
在留カードのコピーまたは住民
票記載事項証明書（コピー不可）

下記の説明事項⑻を参照
春期実施入試に出願する外国
人のみ

⑼ 出願書類チェックリスト 本学所定用紙

※ 本学所定用紙はビジネス研究科ホームページ＜https://bs.doshisha.ac.jp/admission/overview.html＞か

らダウンロードすることが可能です。
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⑴ 発送用封筒表紙・裏表紙（本学所定用紙）
「発送用封筒表紙・裏表紙」の記入欄に記入し、出願書類を入れた角２封筒の表・裏に貼り付けた上
で、出願書類を提出してください。

⑵ 入学志願票、写真票（本学所定用紙）
入学志願票①

自筆で正確に記入してください。生年月日等はすべて西暦で記入し、※印以外の欄について記入、ま
たは○印で囲んでください。英字氏名は姓は全て大文字、名は頭文字のみ大文字で記入してください。

写 真 票②
正面半身脱帽、出願前３ヶ月以内に撮影したカラー写真を縦３㎝×横 ㎝（自動車運転免許証用と同
サイズ）の大きさに切り、裏面に氏名を記入して指定位置に貼付してください。なお、合格した場合
には、学生証用写真や教務情報等に使用します。入学検定料の納入方法により、本票の「取扱金融機関
収納印」欄または「コンビニエンスストア入学検定料収納証明書貼付欄」のいずれかを使用してくだ
さい。（４頁の６．入学検定料および納入方法参照）

※ ホームページより「入学志願票」をダウンロードした場合、必ずコンビニエンスストアより納入し
てください。

⑶ 入学願書（本学所定用紙）
所定用紙の表紙記載の注意事項を熟読の上、該当部分を志願者本人が記入してください。写真は、写
真票と同じものを貼付してください。

⑷ 卒業（見込）証明書等
出身大学長証明のもの。
大学院を修了した者、および 年３月修了見込みの者は、大学院修了（見込）証明書も併せて提出
してください。
「２．出願資格⑵」（独立行政法人大学改革支援・学位授与機構（旧 大学評価・学位授与機構）から
学位を取得・見込みの者）による出願に限り、卒業（見込）証明書として下記の書類を提出してくだ
さい。

学位をすでに授与された者は学位記の写し、または学位授与証明書
学位取得見込みの者は下記の書類

① 当該者が在籍する短期大学の専攻科または高等専門学校の専攻科の修了見込証明書
② 当該者が学士の学位授与を申請する予定である旨の当該者が在籍する短期大学長または高等専門

学校長の証明書（申請を受理された者は、独立行政法人大学改革支援・学位授与機構（旧 大学評
価・学位授与機構）の学位授与申請受理証明書）

⑷′在学証明書
現在、在学中の者は提出してください〈卒業（修了）見込証明書提出者を除く〉。

⑸ 成績証明書
出身大学長証明のもの（大学の課程で修得した全科目の成績および単位数を記入のもの）。
第３年次在学者は第３年次春学期までに修得した成績証明書を提出してください（入学手続までに第
３年次において修得した成績証明書を提出してください）。
大学院を修了した者、および 年３月修了見込みの者は、大学院成績証明書も併せて提出してくだ
さい。

※ ⑷～⑸について証明書発行時と出願時で姓が異なる場合は改姓の事実が確認できる書類（戸籍抄本等）
も提出してください。

⑹ 宛名記入票１枚（本学所定用紙）
入学願書記載の本人現住所を記入してください。

⑺ 日本語能力を証明する書類
日本語が母語でない者については、「日本語能力試験Ｎ１」の成績通知書（日本語能力試験認定結果及
び成績に関する証明書）の原本（オリジナル）を提出してください。合否結果通知書は不可です。な
お、ビジネス研究科が日本語能力に係る出願資格を認定した場合は不要です。

⑻ 在留カードのコピーまたは住民票記載事項証明書（コピー不可）
春期実施入試に出願する外国人のみ提出してください。在留カードの場合は、カードの両面（表と裏）
をＡ４サイズの用紙にコピーしてください。住民票記載事項証明書の場合は、国籍・在留資格・在留
期間・在留期間の満了日が記載されているものを提出してください。

※ 卒業（修了）証明書、成績証明書等の提出書類が日本語または英語以外の言語で作成されている場合
は、在日外国公館で翻訳公証を受けた日本語訳または英語訳を添付してください。在日外国公館にて
翻訳公証を行っていない国・地域もあります。その場合は、本国にて翻訳公証を受ける必要がありま
すので、余裕をもって書類の手配を行ってください。公館及び本国での翻訳公証をいずれも提出でき
ない場合は、出身大学または出身日本語学校で作成した日本語訳または英語訳でも認めますが、必ず
その学校の公印が必要です。なお、翻訳会社による翻訳は認められません。

※ 出願書類に虚偽の記入がなされた場合には入学を取り消すことがあります。
※ いったん受け付けた書類は一切返却いたしません。ただし、語学能力を証明する書類原本（オリジナ

ル）のみ、書面による返却請求により返却いたします。
※ 出願受付後は志望研究科および専攻の変更はできません。
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５．選 考 日 程 

項 目 秋期実施入試 春期実施入試

出願受付
年７月 日 月 ～８月７日 月

時 日本時間 必着
年１月９日 火 ～１月 日 火

時 日本時間 必着

窓口出願（持参）の場合
受付時間 ９： ～ ： 、 ： ～ ：

ただし、土曜日・日曜日・祝日は受け付けません。
受付場所 ビジネス研究科事務室

郵送出願の場合
書類送付先 〒 同志社大学大学院ビジネス研究科事務室
⑴ 必ず「発送用封筒表紙・裏表紙（本学所定用紙）」を貼付の上、記録の

残る郵送方法（簡易書留速達郵便、レターパック、海外からの場合はEMS
等）で、受付期間中に必着するように余裕を持って送付してください。

⑵ 出願を受理した後、E-mailでその旨通知します。出願締切日７日後まで
に通知がない場合はビジネス研究科事務室へお問い合わせください。

※春期実施入試の出願については、外国人の場合、国内居住者 出願日から入
学時まで日本に引き続き滞在し、在留資格認定証明書の申請が不要 である
こと。

選考日程
第１次選考

選考結果を、 年９月２日 土 付
で、本人あてに郵送します。

選考結果を、 年１月 日 土 付
で、本人あてに郵送します。

合格者には、第２次選考に必要な手続書類をあわせて送付します。

第２次選考
第１次選考合格者のみ）

年９月９日 土）、 日 日 のう
ち、大学が指定するいずれか１日。

年２月 日 土）、 日 日 のう
ち、大学が指定するいずれか１日。

時間・場所等については、第１次選考合格者に通知します。
試験会場 今出川校地室町キャンパス

合格者発表 年９月 日 金 年２月 日 金

受験者には合否通知を本人現住所あてに郵送します。
合格者発表に関する電話等の問い合わせには一切応じません。

６．入学検定料および納入方法 

日本国内から出願する場合

⑴ 第１次選考

入学検定料 円

納入方法

※ ホームページより「入学志願票」をダウンロードした場合、必ずコンビニエンスストアより納

入してください。

金融機関から納入する場合

本学所定の入学志願票（①～④票）に必要事項を記入のうえ、切り離さずに、金融機関の窓口か

ら「電信扱」で納入してください（ゆうちょ銀行およびATMは不可）。

納入後、②票、④票に取扱金融機関収納印が押してあることを確認してください。

取扱金融機関収納印のないものは、出願を受理しません。

なお、③票に記載している本学指定金融機関の本・支店窓口から納入される場合の手数料は不要

です。

コンビニエンスストアから納入する場合

９頁の「コンビニエンスストアでの入学検定料納入方法」を参照のうえ手続してください。

入学検定料納入後に発行されるコンビニエンスストア入学検定料収納証明書を、写真票②の所定

欄に貼付してください。収納証明書がないものは出願を受理しません。

※ コンビニエンスストアを利用する場合は、振込依頼書③および領収証④を使用しません。

納入期限

秋期実施入試 年８月７日 月

春期実施入試 年１月 日 火

※ 期限後の納入は、出願を受理しません。

⑵ 第２次選考

入学検定料 円
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納入方法
金融機関から納入する場合（ゆうちょ銀行およびATMは不可）

第１次選考合格者に本学所定の振込依頼書を送付しますので、必要事項を記入のうえ、切り離
さずに、金融機関の窓口から「電信扱」で納入してください。
振込金証明書②を第２次選考当日に持参し、受付で提出してください。
取扱金融機関収納印のないものは第２次選考の受験を認めません。

コンビニエンスストアから納入する場合
９頁の「コンビニエンスストアでの入学検定料納入方法」を参照のうえ手続してください。
入学検定料納入後に発行されるコンビニエンスストア入学検定料収納証明書を、第２次選考当日
に持参し、受付で提出してください。収納証明書がないものは第２次選考の受験を認めません。
※ コンビニエンスストアを利用する場合は、本学所定の振込依頼書を使用しません。

納入期限
秋期実施入試 年９月９日 土
春期実施入試 年２月 日 土
※ 期限後の納入は、第２次選考の受験を認めません。
※ 金融機関を利用する場合、秋期実施入試は９月８日 金 、春期実施入試は２月９日 金 まで

に入学検定料を納入してください。

海外から送金する場合

⑴ 第１次選考
送金額 円
入学検定料 円
日本の銀行での手数料 円

送金方法
◆Transfer Type（送金種別）：Telegraphic Transfer（電信送金）
◆Payment（送金方法）：Advise and Credit（口座振込）
◆Transfer Charge（送金手数料）：

Local charges borne by remitter & overseas charges by beneficiary SHA
（送金時手数料は送金人負担＆受取時手数料は受取人負担 SHA]）

◆Currency（通貨）：Japanese Yen（JPY）
◆Beneficiary Bank（銀行名）：SUMITOMO MITSUI BANKING CORPORATION（三井住友銀行）
◆Branch（支店名）：LAVENDER（ラベンダー支店）
◆Bank Address（銀行住所）：

8 Naginataboko-cho, Karasuma-higashiiru, Shijo-dori, Shimogyo-ku, Kyoto, 600-8008, Japan
（〒 京都市下京区四条通烏丸東入長刀鉾町 ）

◆SWIFT Address：SMBCJPJT
◆Account Type（預金種類）：Ordinary Account（Savings Account）（普通預金）
◆Account Number（口座番号）：
◆Account Holder（受取人名）：Doshisha University（同志社大学）
※ 必ず金融機関窓口から送金してください（インターネットバンキングでの送金は不可）。
※ 送金者の名義は出願者本人としてください。
※ 受取人名欄には「同志社大学」以外記載しないでください。
※ 送金手数料は「OUR」ではなく「SHA」で送金してください。「OUR」にすると 円の過

剰金が発生します。
取扱金融機関で受付したことが確認できる払込金証明書、外国送金依頼書等を出願書類とともに提
出してください。払込金証明書、外国送金依頼書等の提出がないものは出願を受理しません。

⑵ 第２次選考
第１次選考に合格した者は、第１次選考と同様に日本の銀行での手数料（ 円）を加えた計

円を送金してください。
送金額 円
入学検定料 円
日本の銀行での手数料 円

納入方法
第１次選考の送金方法と同じ
※ ただし、Account Numberのみ第１次選考とは異なりますので、注意してください。

◆Account Number（口座番号）：
取扱金融機関で受付したことが確認できる払込金証明書、外国送金依頼書等をビジネス研究科事務
室あてにＦＡＸ（＋ ）にて送信してください。
また、証明書は後日必要となりますので、大切に保管してください。
なお、詳細については第１次選考に合格した方に通知します。

※ いったん納入された入学検定料は、返還いたしませんので、注意してください。
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７．入 学 手 続 

⑴ 合格者には、合格通知書とともに入学に必要な手続書類を送付します。それぞれ指示にしたがって手
続を行ってください。
秋期実施入試合格者

合格者は、第１次手続として登録料（入学金相当額）を納入し、第２次手続として学生納付金から
登録料を差し引いた金額を納入してください。
期日までに第１次手続および第２次手続を完了しない場合は、入学を許可しません。

第１次手続締切： 年 月６日 月
第２次手続締切： 年３月 日 月

※１ いったん納入された登録料または入学金は、いかなる事情があっても返還いたしません。
※２ 期限後の納入は、事情のいかんに関わらず受け付けませんので、注意してください。
※３ 登録料は、第２次手続が完了した時点で、入学金として取り扱います。
※４ 入学手続を完了した後、 年３月 日までに所定の方法により入学手続取消を申し出た場

合に限り、学生納付金から入学金を差し引いた金額を返還します。詳細は合格者に通知します。

春期実施入試合格者
合格者は、 年３月 日 月 までに、所定の学生納付金を納入してください。
期日までに学生納付金が納入されない場合は、入学を許可しません。
※１ いったん納入された入学金は、いかなる事情があっても返還いたしません。
※２ 期限後の納入は、事情のいかんに関わらず受け付けませんので、注意してください。
※３ 入学手続を完了した後、 年３月 日までに所定の方法により入学手続取消を申し出た場

合に限り、学生納付金から入学金を差し引いた金額を返還します。詳細は合格者に通知します。
＊ 本学の大学院入学試験において複数の研究科・専攻に合格し、いずれかの研究科・専攻へ入学手続

を完了した者が、合格した他の研究科・専攻へ入学を希望する場合は、既に納入した学生納付金を
充当することができます。詳細は合格者に通知します。

⑵ 必要に応じて健康診断書の提出を求めることがあります。

８．そ の 他 

「２．出願資格⑾①」の合格者で入学手続を終え入学を許可された者は、本大学院に入学するために在籍
する大学の学部を退学しなければなりません。なお、この資格により入学した者は、大学の学部を卒業し
ていることを要件とする各種資格試験・資格取得、各種公務員採用試験の受験資格がなくなることがあり
ます。

学 生 納 付 金 

年度入学生の諸会費については、金額を変更する場合があります。
確定した学生納付金はホームページで公表します。
（https://www.doshisha.ac.jp/admissions_graduate/payment/pgs.html）

単位：円）

入学手続時
納入必要額

入 学 金

授 業 料
教育充実費

（学期につき）
単位授業料

（１単位につき）

初年度春学期
（入学後）

⑴ 入学金は初年度のみ徴収します。
学内進学者（本学卒業生・本学大学院修了生）の入学金については２分の１です。

⑵ 入学手続時納入必要額とは、入学金と春学期教育充実費です。
初年度春学期の単位授業料については、入学後、科目登録を終えてから徴収します。

⑶ 教育充実費については、秋学期に上記と同額を徴収します。
単位授業料については、各学期における登録単位数に応じて徴収します。

⑷ 所定の修業年限を超えて在籍した場合の学費は、登録単位数に応じた単位授業料および教育充実費と
します。

⑸ 長期履修学生については、休学期間および学籍のない期間を除いて入学時から通算２年を超えた学期
から、教育充実費を２分の１とします。
ただし、認められた修業年限を超えて在籍した場合は、この減免措置を適用しません。

⑹ 第２年次に卒業生団体であるDBSネットワークの会費 円（終身会費）を徴収します。詳細につ
きましては、DBSネットワークに直接お問い合わせください。
お問い合わせ先 E-mail：info＠dbs-network.com
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― 奨 学 金 等 制 度 ― 

学生生活課 Tel

名 称 種 類 金 額
対 象 採用 出願

＊１

願書

入手時期

出願期間

＊２
採否決定 備 考

家 計 基 準 成績基準

日本学生支援機構

大学院

第一種奨学金

貸 与

無利子

月額

下記金額から選択制

円

円

本人および配偶者の

収入金額の合計額

万円以下

成績が特に優

れ、学術研究者

として適格と認

められる者

第一種

第二種

８

３月

下旬～

９月

上旬～

４月

上旬

９月

中旬

７月

上旬

月

上旬

標準修業年限まで貸

与

借用総額により異な

るが修了後 ～ 年

以内に返還

新入生には、初回振

込時、 万円～ 万

円増額可能な制度あ

り

第二種奨学金の利率

の上限は３％

外国人留学生は出願

不可

第一種奨学金には

「特に優れた業績に

よる返還免除」制度

あり

日本学生支援機構

大学院

第二種奨学金

貸 与

有利子

月額

下記金額から選択制

円

円

円

円

円

本人および配偶者の

収入金額の合計額

万円以下

成績が平均水準

以上で、特定の

分野において特

に優れた資質能

力があると認め

られる者

同志社大学

短期貸付金

貸 与

無利子

①一般貸付

円以内

②特別貸付

円以内

やむを得ない事情で、一時的に生活費

支弁が困難になった者

①０

②０

緊急の場合に随時

事務室開室時間

一般貸付の返還は

３か月以内、特別貸

付は か月以内の月

賦返還

（＊１）採用者数［出願者数］は 年度実績。専門職学位課程の採用者数。

採用人数に限度があるため、上記基準内であっても採用されない場合があります。

（＊２）詳しい出願時期・出願方法に関しては、出願のしおりや本学奨学金ウェブサイト等にて必ずご確認ください。

― 専 門 実 践 教 育 訓 練 給 付 に つ い て ― 

ビジネス研究科ビジネス専攻（専門職学位課程）は、 年度より「専門実践教育訓練給付金制度」の対

象講座として指定されています。

この制度は、一定の条件を満たす雇用保険の被保険者（在職者）、または被保険者であった方（離職者）が、

厚生労働大臣の指定する専門実践教育訓練を受講し修了した場合、本人が教育訓練施設に支払った教育訓練

経費の一部（最大 万円）をハローワークから支給する制度です。ただし、対象は本専攻の２年履修生に限

られます。また、雇用保険の状況により支給を受けられない場合もありますので、詳細については本研究科

ホームページでご確認の上お近くのハローワークにてお尋ねください。

―人材開発支援助成金の利用について ― 

（ビジネス専攻に入学する従業員の学費を支援される事業主の方へ） 

ビジネス専攻（専門職学位課程）が、 年度より専門実践教育訓練給付金制度の対象講座となったこと

に伴い、本専攻に入学する従業員の教育訓練費用を負担する事業主で一定の要件を満たす場合は、人材開発

支援助成金を受給することができます。

人材開発支援助成金とは、事業主が、雇用する労働者に対して職務に関連した専門的な知識および技能の

習得をさせるための職業訓練などを計画に沿って実施した場合や人材育成制度を導入し労働者に適用した際

に、訓練経費や訓練期間中の賃金の一部等を助成する制度です。同制度の詳細については、本研究科ホーム

ページまたは厚生労働省ホームページでご確認ください。

―障がい等のある受験生の受験に際しての要望について― 

受験方法や入学後の修学について要望がある場合は、出願に先立ち、できる限り出願開始日の２週間前ま

でにビジネス研究科事務室にお問い合わせください。
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― 不 可 抗 力 に よ る 事 故 等 に つ い て ― 

自然災害（大雨、大雪、地震、津波、台風、洪水等）、火災、停電、感染症またはその他不可抗力による事

故等が発生した場合、試験開始時刻の繰り下げ（試験開始時刻を繰り下げた場合、最終終了時刻も変更にな

ること、また試験時間を確保するために休憩時間を調整することがあります）、試験の延期等の措置をとるこ

とがあります。ただし、それによって生じた受験生負担の費用、その他個人的損害について、本学はその責

任を一切負いません。事前に受験生に連絡・周知する場合は、基本的に本学ホームページもしくは、本研究

科ホームページ上で行います。

― 感 染 症 に つ い て ― 

試験当日、学校保健安全法での出席の停止が定められている感染症（インフルエンザ、麻しん、風しん、

新型コロナウイルス感染症等）に罹患し治癒していない場合は、他の受験生や試験監督者等への感染の恐れ

がありますので、受験をお断りすることがあります。試験当日の体調管理については十分に注意してくださ

い。

ただし、症状により学校医その他の医師において伝染のおそれがないと認めたときは、この限りではあり

ません。なお、上記により受験をお断りした場合でも、追試験などの措置、入学検定料の返還はいたしません。

―志願者の個人情報の保護について― 

本学では、「個人情報の保護に関する法律」ならびに本学が定める「個人情報保護の基本方針」及び「同志

社個人情報保護規程」に基づき、取得した個人情報の漏洩、流出、不正利用等がないよう必要かつ適正な管

理を行います。

入学試験の出願に際して志願者から提供された、住所、氏名、生年月日、写真をはじめとする個人情報は、

入学試験の実施、入学手続、奨学生の採用、入学予定者に対して行う各種事業、入学者に対する入学後の教

育指導及び、これらに付随する業務のために使用するほか、個人が特定できないデータの形で、入学試験制

度に関する各種統計処理等のために利用します。また、上記業務の一部を外部業者等に委託し、個人データ

を提供する場合があります。その場合、本学が委託先に対し、契約等により必要な事項を定めることで、当

該個人データの安全管理が図られるよう必要かつ適切な監督を行います。
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